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キリンをシマシマに変える話
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How Do Animals Dress Up Their Skin?

Shigeru KONDO*

Abstract
It is known that the pattern present on the animal’s skin is a kind of wave (Turing pattern) created by the interaction 

between pigment cells. Basically, the patterns of all species are made on the same principle, the difference of patterns by 
species depends on subtle differences in interaction. So, if you find a molecule responsible for its interaction and artificially 
change its function, it should be possible to change the pattern. Our research group has revealed the interaction between 
pigment cells through molecular genetic experiments using zebrafish over the last two decades. Molecules responsible for 
interaction are already evident. By manipulating these genes, we are able to freely convert zebrafish patterns. Because the 
principle of pattern formation is probably the same for mammals, now, it is not impossible to change the skin of giraffe to the 
pattern of zebra horse.
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（お気軽に読めるコラムとして書いています。楽しん
でいただければ幸いです。）

1. 稼げる研究テーマはないか？

最近大学関係では，あまり景気のよい話がない。関
係者が3人寄れば，大学にはお金がないという話ばかり
で，夢がないことこの上ない。しかし，地球の裏側に
は，景気のよい話もあるようだ。筆者の友人の話であ
る。彼は，鳥類の生殖細胞を増やすという，割と地味な
仕事をしていたのだが，あるとき，いきなり「ドバイに
できる研究所の所長になる」と言いだしたのだ。
詳しい話を聞いて，驚いた。中東の王族の間では，あ
る大型の鳥をハンティングすることが，高貴な遊びと
して受け継がれているのだが，その鳥の数が，近年，減
少している。困ったドバイの王様が，じゃあ，その鳥を
増やすための研究所を作ろう（当然，建物から何からす
べて新しいものを）ということで，それができる研究者
を探した結果，筆者の友人に白羽の矢が立った，とのこ
と。当然，研究所のスタッフもすべて，自由に選んでよ
いという，日本ではありえない条件である。
アラブの王族の贅沢三昧については，TVとかで何回

か見たことはあったが，リアルな話を聞くと，もっと
面白い。確か，ディズニーアニメの「アラジン」で，王
様（アラジン）がその権力を誇示するために，いろいろ
な珍しい動物をパレードさせるシーンがある。珍しい動
物を持つことがステータスなのだ。それが，今でも続い
ているらしい。友人が王族の家に招待されると，多くの
場合（巨大な）リビングルームには，外に続くガラス張
りの一角があり，そこには虎が寝そべっていたそうであ
る。つまり，家の中に動物園があり，虎や，その他の野
生動物と（ガラス越しにではあるが）並んで食事ができ
るのだ。友人によれば，どの家に行ってもこの点は同じ
とのこと。リビングに動物園。ところ変われば，見栄の
張り方も随分違う。私設動物園にいくらかかるかはよく
わからないが，石油の国の王族ならば，その程度は余裕
なのだろう。王様ご本人ともなれば，研究所だって，ポ
ケットマネーで建つのである。自分の研究所と，おそら
く破格の給料。うらやましいなあ，と言っていたら，彼
が言うのである。「お前も，アラブの王様に売り込むネ
タを持っているじゃないか。」
筆者はこの20年くらい「動物の模様がどうやってで
きるか」を研究している。模様ができる原理なんかを
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